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Mycobacterium avium Complexの 菌 糸 形 成
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The morphology of mycobacteria is usually examined by taking a sample from colonies 

already developed on the medium surface.By this method,Mycobacterium avium complex 

is considered to form short rods or a little longer rods and occasionally some filaments.

We inoculated test strains on Ogawa egg medium slants by a loop and incubated at 37•Ž.

After incubation for 2,3 and 4 days,unvisible or only scarecely visible growth was taken 

by loop and placed on slides.The samples were stained by the Ziehl-Neelsen method and 

observed microscopically.Of 50 strains of M. avium complex examined,4 strains showed 

mycelia after incubation for 3 days.These mycelia were not observed after incubation for 

7 days when visible colonies developed but only rods were observed.Other 46 strains did 

not show mycelium but showed filamentous growth after 3 days.The change observed 

was very similar to morphological change of nocardiae which first formed mycelia and 

thereafter the mycelia were divided into rods.In other slowly growing mycobacteria,M.

tuberculosis,M.bovis,M.kansasii,M.scrofulaceum,M.gordonae,M.marinum and M.

nonchromogenicum,such mycelium formation was not observed.The mycelium or filament 

formation in early stage of the growth seemed to be specific for M.avium complex 

together with M.xenopi.
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緒 言

Mycobaclerium(抗 酸 菌)の 特 徴 は,抗 酸 性 で 菌 糸

を欠 くこ と と され て い るが,ま れ に例 外 的 に痕 跡 的 な 菌

糸 形 成 が み られ る と さ れ て い る1)。Mycobaoterium

 tuberculosis(結 核 菌)も 発 育 の初 期 に は,分 枝(菌

糸 の性 状)を 示 す こ とが あ った り,非 抗 酸 菌 で あ った り

す る と い わ れ て い る2)～5)。 しか し,10μm以 上 に及 ぶ

本 当 の 菌 糸 が み られ た とい う報 告 はな い。 東 村6)7)は,

,Mycobacterium smegmalis獣 調 株(M.aviumと し

て受領 したが,後 にM.smegmatisと 同 定 され た8))が,

発 育 の初 期 に,非 抗 酸 性 の菌 糸 か ら成 る網 状 構 造 を形 成

した と報告 して い る。 ま た,Runyon9)は,Mycobacte-

riumfor6uilumが,菌 糸 に類 似 す るfilaments(糸 状

*From the National Chubu Hospital
,Obu,Aichi 474 Japan.

― 1 ―



596 結 核 第64巻 第10号

体)の 形を示すことがあると述べている。 このように,

発育の初期に菌糸状の形態を示すのは,M.smegmatis

かM.fortuitumの よ うな迅速発育菌に限 られ,遅 発育

抗酸菌 は,菌 糸を形成することはないと考えられてい

る。

しか し,例 外 が二 つ あ る。 第1は,Myobayterium

xenopiで,菌 糸 ま た は糸 状 体 を形 成 す る こ とが,多 く

の研究 者 に よ って報 告 され て い る9)～12)。第 一は,Myco-

bacterium intrayellulareで,こ の 菌 は,現 在 で は,

Mycobacterium aviumと と も に,M.aviumcom-

Plexと 呼 ば れ,菌 糸 を 形 成 す る菌 と は認 め られ て い な

い が,最 初 は,Nocardia intrayellurisと して報 告 さ

れ た 経 緯 が あ る。Cuttino and McCabe13)は,こ の 菌

を 多 形 態 性 で 分 枝 を 示 す 菌 と考 え,Noyardiaの 新 菌 種

と して 報 告 した 。 しか し,後 に,Runyon14)に よ って

M.intrayellulareと 呼ば れた 。Runyonは,こ の 菌 を,

菌 糸 形 成 を 特 徴 とす るNocardiaと は 認 めな か った わ

けで あ る。 後 にM.intrayellulareと 呼 ばれ た"Battey

菌"の 肺 感 染 症 を は じめて 報 告 したCrowetal.15)も,

こ の 菌 を 短 桿 菌 と して い る。Bergey's Manual1986

年 版 で,Wayne and Kubica1)は,M.aviumを,短

桿 菌 な い し長 桿 菌 で,時 に 糸 状 体 を 示 す と記 載 して い

る。

このように,M.avium compleｘ は,現 在,一 般に,

菌糸を形成する菌 とは認められていない。その形態は,

通常,短 桿菌ないしやや長い桿菌 と考えられている。今

回,わ れわれは,こ の菌が発育の初期にまれならず菌糸

状形態を示すことを見出したので報告する。

研 究 方 法

Mycobacterium avium complexの 菌株は,既 報16)

の方法で同定 し,凍 結乾燥または-200℃ で保存 された。

形態観察は,通 常は,培 地に発育 した集落の一部を取 っ

て染色鏡検されるのが普通であるが,わ れわれは,特 に

培養初期の形態を見るたあに次の方法を用いた。被検株

の1白 金耳を小川培地 に塗抹接種 し,37℃ 培養 し,2

日,3日 お よび4日 後に,ま だ発育を肉眼的に示さない

培地表面を白金耳でこすりとり,ス ライドグラスに塗抹

し,Ziehl-Neelsen法 で染色 して鏡検 した。

研 究 成績

50株 のM.avium complexを 検査 した結果,4株 に

明らかに菌糸形成を認めた(Fig.)。 この菌系形成は,

培養3日 後の標本で観察された。 この時の菌糸は抗酸性

であったが,標 本には同時に非抗酸性桿菌 もみられた。

そ して,7～14日 後 に,肉 眼で集落形成を認める時期に

なると,も はや菌糸形態は認められなくなり,長 短の桿

状菌だけがみられた。

上述の4株 以外の菌株では,明 確に菌糸といえる形態

は認められなかったが,培 養2～4日 の若い培養では,

糸 状体(filaments)と いえる形態が認められ,培 養7

日以後は,桿 菌状形態だけが認められるようになった。

菌糸形成を示 した4株 の由来をTableに 示す。

考 察

抗 酸 菌 の 形 態 観 察 は,1950年 以 前 に は 「フ ィル ム培

地 」 な どに よ る観 察 が結 核 菌 に つ い て行 わ れ た が,い わ

ゆ る非定型 抗 酸 菌 が注 目 さ れ る 時代 に な る と,も っぱ ら,

既 に発 育 した 集 落 の一 部 を塗 抹 鏡 検 す る の み とな った。

非 定型 抗 酸 菌 の形 態 記 載 は,通 常,こ の よ うな方 法 で行

わ れ た17)。M.avium complexの 形 態 も,こ の よ うな

方 法 で 行 わ れ,Wayne and Kubical)は,Bergey's

 Manual1986年 版 の 中 で,そ の形 態 を,「 短 桿 菌 ま た は

長 桿 菌,時 に 糸 状 体(filaments)」 と記 し て い る。

Crow et al.15)お よ びRunyon14)もM.intrayellu-

lareの 形 態 を,「 短 桿 菌 また はや や 長 い 桿 菌」 と して い

る。 この よ う に,過 去 に,M.avium complexが 菌 糸

を 作 る と い う報 告 は な い 。 わ れ わ れ は,今 回,4株 の

M.aviumcomplex株 が,培 養 の 初 期 に菌 糸 を 作 る こ

と を観 察 した。 これ らの菌 糸 は,後 に分 断 して,培 養7

日後 に は,長 桿 菌 な い し短 桿 菌 しか み られ な くな った 。

この よ う な分 断 菌 糸 の 存 在 は,形 態 的 に は,は な はだ

Noyardiaに 似 て い る と い わね ば な らな い18)。Cuttino

 and McCabe13)は,は じめ,M.intracellulareの1

株(ATCC13950)をNoyardia intrayellularisと し

て報 告 した が,そ の根 拠 は,分 枝 形 成 に あ り,菌 糸 の存

在 を記 載 して は い な い。 わ れ わ れ の観 察 で も,こ の株 は

糸 状 体 形 成 に とど ま った。

われわれの観察では,上 記の4株 以外の株でも,培 養

初期には,長 い糸状体がみられた。

われ われ は,他 の遅 発 育 性 抗 酸 菌 の次 の菌 種 に つ い て,

各 菌 種3株 ず っ に つ い て,同 様 な方 法 で観 察 した が,

M.xenopiを 除 い て,M.avium complexの よ うな菌

糸形 成 を 認 め 得 な か った。M.tuberculosis,M.bovis,

M.kansasii,M.marinum,M.syrofuzayeum,M.

gordonae,M.nonchromogenicum.し た が って,培

養 初 期 に お け る菌 糸 形 成 な い しfilaments形 成 は,M.

avium complexの 一 つ の特 徴 で あ ろ う と思 わ れ る。

(注)「 菌 糸 」(mуcelium)の 定 義:細 長 い糸 状 体 で

分 枝 を示 す もの。 「糸 状 体 」(filament):細 長 い糸

状 の形 態 。

結 論

M.avium complexは,現 在,短 桿菌またはやや長

い桿菌の形態であると思われているが,培 養の初期には,

菌糸を形成することがある。または,菌 糸の形態に至ら
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Fig.Microscopic finding of the morphology of strain 

13064 after staining by the Ziehl Neelsen method.

(Magnification:10•~100.)

Table History of the Strains Forming Mycelia

ATCC,American Type Culture Collection,Rockville,Maryland,U.S.A.

The serotype was determined by H.Nemoto,National Animal Health Laboratory,

Tokyo.

なくても,糸 状体の形を示すのが普通である。これらの

菌糸または糸状体は,培 養が進むにっれて桿菌状に分断

されるものと思われる。上述の形態変化は,M.avium

complexの 一つの特徴であろうと思われる。
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